




　　降り注ぐ想いで人々の心を波立てたい！
　～足助病院ブランディングプロジェクト～ 

　　2022年夏に豊田市を舞台として比嘉一志監督により撮られ
　た光る校庭〟では“病気・死”という重いテーマをスクリーン
　から醸し出される素敵な情感と主人公を取り巻くキャストの
　所作・会話から滲み出る友情・信頼・愛情が包み込み、人間
　が必ず迎える死という終着点をひととしての通過点として
　見事に描かれています。
　　当院とこのプロジェクトとの関わりは“想う医療”を掲げ実践
　する足助病院職員の医療に対する姿勢の更なる醸成に大きな影響を与えてくれる
　と共に、私自身の “降り注ぐ想いで人々の心を波立てたい”という想いと “足助
　病院ブランディングプロジェクト”の理念に見事に合致しています。
　　メイキングから関わりプライスレスな経験をした身として、「光る校庭」が
　皆様の心を温かく静かに波立てることを確信しています。

　【昨年の全国ロードショーに関わる院長のコラムはVol.439-442です。】

比嘉監督からメッセージを
　　　　いただきました！！

　　今回の上映では日本語字幕を用意いたしました！
　今まで音が聞こえにくいということを理由に、映画鑑賞を
　諦めた経験のある方でも楽しんでいただきたいと思ってお
　ります！また、上映後には出演者の里園侑希さんと私が
　登壇いたします。手話による同時通訳をいたしますので
　最後まで楽しんでいただけるのではと思っております。
　　
　　もちろんどなたでも楽しんでいただけますので、皆さま
　お誘いの上お越しくださいますと幸いです。
　　
　　足助病院さんには、コロナ禍の大変な時期
　にも関わらず、感染対策への知恵を絞りロケ
　地としてご協力いただきました。
　　『光る校庭』は足助病院さんで撮影しな
　ければ、心に響く作品にならなかったのでは
　無いかと思います。
　　ぜひ院内の温かい雰囲気をスクリーンで
　ご覧ください。
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https://asukehp.or.jp/column/vol-439/
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